

 P � ß . O � � : • . \今後、香川河川国道事務所発注の工事において今年度中に試行され、

を行います。行実証評価)

・ 事後評 価の内 容審査
「インシ チュフォーム工法 」 の事 後評価 を承認しました。（QS-980006-A）

本技術 は、有 用な技術【設 計比較 対象技 術】に選定されました。

１ ７ 件 の工 事 で 実施 し た活 用 効果 調 査 の結 果 を 基 に、 を事 後 評 価（ 活 用 効果 評 価 ）

行いました。

、 、 。また 評価結果につきましては 新技術情報提供システム に掲載されますNETIS( )

http://www.netis.mlit.go.jp/EvalNetis/NewIndex.aspNETIS(新技術情報提供システム) ：

第１回 四国地方整備局新技術活用評価委員会は下記の日程で開催されました。

日 時：平成２０年７月２８日（月）１４：３０～１７：００

場 所：四国地方整備局 １３Ｆ １３０６・１３０７会議室

平 成 ２ ０ 年 ８ 月 １ 日

＜問い合わせ先＞

国土交通省 四国地方整備局 （ ）TEL 087-851-8061
企画部 施工企画課長 宮本 正司（内線 ）3451

み や も と ま さ し

施工企画課長補佐 元木 真二（内線 ）3453
も と き し ん じ



【参考資料】

平成２０年度四国テーマ設定技術について

○橋梁点検足場技術
　従来の橋梁点検用車輌を用いた点検では、車両が大型で交通規制を伴い、また照

明柱、橋脚等の条件により形態が制約される場合があります。

　それら諸条件に対応した、簡易で効率的な点検が可能な橋梁点検足場技術を募集

しました。

○保全点検技術（コンクリート構造物）
　従来の劣化・損傷調査は部分はつり等で対応していましたが、構造物への影響を

考慮し、非破壊で点検が行える保全点検技術を募集しました。

【　簡易点検装置の例（参考図）　】 【　簡易点検装置の例（概況）　】

【　非破壊検査装置の例　】 【　ひび割れ調査機器の例　】



橋梁点検足場技術

保全点検技術(ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物)

３ 社 ３ 技術が応募

５ 社 ６ 技術が応募

技術数
技術名

(商品名)
応募者名 所在地

香川県
高松市

携帯型鉄筋腐食診断器

2

1 株式会社四国総合研究所

住重試験検査株式会社
愛媛県
西条市

5 株式会社中研コンサルタント

4
西日本高速道路エンジニアリ
ング四国株式会社

香川県
高松市

ソニックエスパー3

ライトエスパー２

6

東京都アイレック技建株式会社

茨城県鉄筋探査用電磁波レーダ 応用地質株式会社

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
）

保
全
点
検
技
術

愛媛県
松山市

京都府特殊高所技術

米山工業株式会社

1 株式会社特殊高所技術

弾性波レーダシステム 大阪府

ツインパスレーダ

ラック足場工法2

桁下診断システム

橋
梁
点
検
足
場
技
術

3



Ⅰ－１．橋梁点検足場技術（目視による点検） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ－２．橋梁点検足場技術（カメラによる点検） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応募者名 (株)特殊高所技術 米山工業(株) 

技術名称 
特殊高所技術 

足場や重機を必要とせず近接目視点検する技術 

ラック足場工法 

ラックレール式移動吊足場 

技術概要 
 スタティックロープ・個人保護用具を使用し、ぶら下がり

ながら人力により、接近調査・点検を実施する。 

構造物に沿って取り付ける、２本のレールに沿って電動モータによ

り移動する吊り足場、1.8m×総幅員の寸法足場（寸歩変更可能）が橋

軸方向に移動する。 

イメージ 

  

 

応募者名 住重試験検査(株) 

技術名称 
桁下診断システム 

足場不要橋梁下面診断システム 

技術概要 

 橋梁下面の損傷を足場を設置せず、高精細デジタルビデオ

カメラで撮影し得られた動画・制止画により、損傷状況を診

断する。 

イメージ 

 

 

応募技術の概要 



Ⅱ．保全点検技術（コンクリート構造物） 

応募者名 (株)四国総合研究所 アイレック技建(株) 

技術名称 
携帯型鉄筋腐食診断器 

ＣＭ－Ｖ 

ライトエスパー２ 

電磁波探査装置 

ソニックエスパー 

巨視的超音波 

技術概要 

 リード線をつなぎ、センサーを鉄筋直上の

コンクリート表面に設置して、微弱な交流電

流を流し、その時のインピーダンス値から分

極抵抗を求め、腐食速度を評価する。 

コンクリート内部の埋設部の位置深さを

探査する装置で、鉄筋等の埋設物はもとよ

り、小径の銅線・針金、探査が難しいとさ

れる空洞等も調査可能である。 

超音波によるコンクリートの内部計測コ

ンクリート厚・ひび割れ深さ・貫通ひび割

れ・コンクリート劣化部位置計測が可能な装

置である。 

イメージ 

 

応募者名 西日本高速道路エンジニアリング四国(株) (株)中研コンサルタント 応用地質(株) 

技術名称 

ツインパスレーダ 

伝播速度自動解析型電磁波レーダ鉄筋かぶ

り検知器 

弾性波レーダシステム 

衝撃弾性波法によるコンクリート構造物の

健全性診断装置 

鉄筋探査用電磁波レーダ 

ストラクチャスキャン 

技術概要 

電磁波レーダ法を応用し２組のアンテナ

を使用することで、電磁波の伝播速度の自動

解析を可能にし、操作も簡単に高精度かつ高

効率の鉄筋かぶり測定ができる。 

インパクタでコンクリート表面を打撃

し、内部や端部で反射した弾性波を加速度

センサーでとらえ、信号を処理することに

より、コンクリート厚・圧縮強度の推定・

ひび割れ深さ測定・表面劣化の判断・剥離

の検知・内部欠陥探査を行う装置である。

電磁波レーダーを用いてコンクリート中

の鉄筋位置・かぶり厚の確認ができ、電磁波

の信号形成を画像処理することで、鉄筋位置

をイメージ画像として表現でき一本一本の

位置確認ではなく全体的な背筋状況が把握

できる。 

イメージ 

  


